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高齢級カラマツ人工林の腐朽について

間　25年生のカラマツ林をもっています｡あと20-30年おくと材の利mm依が高くなると

聞きますので,伐期を延長したいと思-,ています,,その際,腐朽の心配は&H､でしょうか.,

(網走市, 0生.)

答最近,カラマツの長伐期施業にともか､,腐朽を心配される所有郎ゞ増えてきました｡

御承知のとおE),北海道には林齢60年に達するカラマツ人工林があまり多くありませんo二

のため･高齢級カラマツ林の腐朽実態を詳細に説叩けることは榊難ですOここでは,今までの

調奈例をもとに門間にお答えします,_,

あなたの山林の将来の腐朽実態を予測する第･の判断基準は,間伐時の腐朽実態です｡私達

が行-,たアンケート洞aでは,全凋蝣ft地(91か所)平均の腐朽木数率は3%でしたが,調査地

別には･心材腐朽本数率がrーliSSit庁管内の6.3%から空知支庁管内の0.1まで,辺材腐朽本

数率は卜川I支庁管内の11.8%から渡島･空知･根室各支庁管内の0%までと,調査地域ごとに

やや針,た実態を示していましたL,これを参考に,まず,あなたの山林で,間伐時に腐朽がど

れだけあ-,たかを考えて下さいっもい皆朽木が異常に多ければ,長伐期施業にむかか､可能性

mmrnmm

第二の判断基準は近くの高齢級林分の腐朽実態です｡あなたの山帆二直接参考と在る例があ

りませ/tので,liTi齢級鉄道防雪林の腐朽実態を紹介します,_1この林分はほとんど無施業のため,

野そ被tJが多く,それ二間適した辺材腐朽がか在り妃られましたっまた,水のたまりやすいuJ]

地をどのやや過混地には心材腐朽が利一していました｡この調充は特殊を吊H的の防平林で

行ったもので,長伐期施業卜のカラマツ人工林の腐朽実態を脚机ているとは思えませんoL

かし,次の2点の指摘はできます｢第-は,野そ被'-i｣木を-F用に間伐することです,J第∴は,

将来のfl川‖･-とくに問題の多い心材腐朽が,水のたまりやすいE-l他などのやや過泌也に発生し

やすいということです本州のカラマツ林でも同様の例が幸W;･されています｡もしあなたの山

林がこのよう引犬況下にあるなら,珪伐期施業にむかない可能作もあります｢を*>%長伐期施

業に不適をv>:i¥也は,このほか風衝地や気象てi-2
tiをうけやすい
ところ等が考えられますが,まだ詳しくわか-,ていません_.

前後に枝打ちについてふれておきますO枯死枝から腐朽

が入り,心材腐朽へ発展する例があります｡このよう4-'じ､

配を州墜するため,速く巻込みを完丁させるための適確を

枝打ちが必要です｡あをたの山林でも心がけてドさい｡

(樹病科　村上iJ義･ -)

写真　高齢級カラマツの心材腐朽
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